
会

報

=

◇
史
学
会
総
会

五
月
二
十
五
日

於
六
〇

一
教
室

一
九

八
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
奈
良
大
学
史
学
会
の
第

一
回
総

会
が
行

な
わ
れ
た
。
史
学
科
主
任
兼
会
長
菅
野
先
生
の
あ
い
さ

つ
の

あ
と
、
史
学
会
会
則
、
本
年
度
役
員
人
事
お
よ
び
予
算
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
予
定
と
し
て

十
月
八
日
(土
)
に
橿
原
市
今
井
町
の
見
学
会
を
実
施
す
る
と
い
う
計

画
も
発
表
さ
れ
た
。

一
九

八
三
年
度
の
役
員
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
会
長

菅
野

正

副
会
長

(本
年
度
は
不
置
)

▽
監
事

(会
計
監
査
)

松
山

宏

堀
内

一
徳

▽
教
員
委
員

鎌
田
道
隆
(運
営

・
編
集
)

青
木
芳
夫
(会
計
)

水
野
柳
太
郎
(庶
務
)

▽
学
生
委
員

永
田

洋

印
牧
信
明

岩
田
信
彦

山
田

真
宏

森
元
文
子
(以
上
四
回
生
)

村
上
温
子

八
十
田
由

美

成
瀬
美
絵

松
田

幸

山
本
淳
子

成
田
憲
司
(以

上
三
回
生
)

小
原
浩
美

浜
旧
京
子

中
西
淳
子
(以
上
二

回
生
)

◇
春
季
講
演
会

五
月
二
十
五
口

於
六
〇

一
教
室

史
学
会
の
発
会
記
念
講
演
会
と
史
学
科
特
別
講
義
を
兼
ね
て
、
史

学
会

・
史
学
科
共
催
の
春
季
講
演
会
が
開
か
れ
た
。
講
師
は
岡
山
大

学
教
授
直
木
孝
次
郎
氏
で
、
演
題
は

「私

の
古
寺
巡
礼
」
。
定
員
三
百

十
余
名
の
六
〇

一
教
室
が
超
満
員
と
な
り
、
な
お
数
十
の
パ
イ
プ
椅

子
が
持
ち
こ
ま
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
の
な
か
、
午
後

一
時
半
か
ら
九
十

分
に
お
よ
ぶ
講
演
は
、
直
木
先
生
の
若
き
日
の
奈
良
古
寺
め
ぐ
り
の

あ
れ
こ
れ
を
親
し
く
語
ら
れ
た
も
の
で
、

聴
講
者
に
多
く
の
感
銘
を

あ
た
え
た
。

◇
今
井
町
見
学
会

十
月
八
日

史
学
科
特
別
講
義
と
史
学
会
野
外
活
動
を
兼
ね
て
、
今
井
町
見
学

会
を
十
月
八
日
実
施
し
た
。
近
鉄
八
木
西
口
駅
に
午
後

二
時
集
合
し

た
の
は
、
総
勢
四
十
余
名
。
予
想
で
は
、

数
百
名
の
大
部
隊
と
な
り

混
雑
す
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
規
模
と
し
て
は
ま
ず

ま
ず
。
松
山
先
生
の
先
導
で
、

一
同
称
念
寺

へ
向
う
。
称
念
寺
で
は

住
職
の
今
井
博
道
氏
に
よ
る
今
井
町
の
歴
史
と
町
並
み
保
存
に
関
す

る
講
演
が
、
約

一
時
間
ほ
ど
あ
っ
た
。
称
念
寺
を
出
て
、
今
井
の
町

.:



並
み
見

学
に
出
発
。
も
し
や
小
雨
に
と
心
配
さ
れ
た
天
気
も
、

一
行

の

マ
ナ
ー

の
よ
さ
に

感
応
し
て
か
良
好
。
豊
田
家
は
屋
内
に
入

っ

て
、
奥

西
家
は
屋
外
か
ら
見
学
。

一
時
間
あ
ま
り
の
急
ぎ
足
の
見
学

で
あ

っ
た
が
、

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
ひ
と
と
お
り
は
通
る
こ
と
が
で
き

た
。
四
百
年
の
歴
史
を
も
つ
今
井
の
町
並
み
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け

こ
の
数

年
の
変
化
が
か
な
り
き
わ
だ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
感
懐
を

深
く
し
た
。

◇
会
員
動
向

東
洋
史

(前
近
代
)
担
当
の
森
田
憲
司
先
生
が
、
奈
良
大
学
教
員

国
内
研
究
と
し
て
、
東
洋
史

の
史
料
調
査

・
収
集
の
た
め
、

一
九
八

三
年
四
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
六
ヵ
月
間
、
国
内
留
学
さ

れ
た
。昭

和
五
十

八
年

(
三
月

・
九
月
)
史
学
科
卒
業
論
文

〔考

古
〕

縄
文
時
代
の
広
場
に
つ
い
て

岡
本

欣
子

木
製
農
耕
具
の
研
究

小
倉
み
ど
り

1
弥
生
時
代
を
中
心
に
し
て
1

弥
生
時
代
に
お
け
る
墓
制
の
展
開
か
ら
み
た
古
墳

の
発
生

弥
生
時
代
高
地
性
集
落
の
研
究

-
大
阪
湾
沿
岸
と
そ
の
周
辺
を
中
心
と
し
て
1

古
代
日
本
に
お
け
る
家
犬
に
就
て

i
縄
文
時
代
を
中
心
に
1

弥
生
時
代
青
銅
器
工
房
の
研
究

ー
銅
鐸
を
中
心
と
し
て
1

縄
文
時
代
埋
甕
の
研
究

古
墳
時
代
葬
制

の
研
究

弥
生
時
代
の
流
通
に
つ
い
て

ー
吉
備
系
土
器
を
中
心
と
し
て
ー

シ
シ
ガ
キ
の
考
古
学
的
研
究

縄
文
時
代

の
葬
制

の
研
究

弥
生

・
古
墳
時
代
墳
墓
の
研
究

瓦
質
土
器
の
研
究

群
集
墳
出
現
前
後

の
墓
制
の
研
究

集
落
か
ら
見
た
方
形
周
溝
墓
の
研
究

〔日
本
史
〕

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
に
つ
い
て

小
田

和
利

尾
田

弘
之

川
上

富
子

草
野

誠
司

竹 高 久本 野 保

寿
聡 一
美 学 郎

 

千
代
田
秋
充

徳
竹

雅
之

中
納
久
美
代

奈
良

俊
哉

服
部

文
章

前
原

節
子

嵐

友
樹
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律
令
体
制
下
の
地
方
豪
族
と
農
民

ー
郡
司
制
の
成
立
と
展
開
を
中
心
に
i

『階
書
』
倭
国
伝
記
載
の
秦
王
国
に
つ
い
て

古
代
瀬
戸
内
海
の
海
運
に
つ
い
て
の

一
考
察

和
風
詮
号
を
中
心
と
す
る
尊
号
に
つ
い
て

僧
綱
制

の
起
源
に
つ
い
て

班
田
収
授
法
に
お
け
る

一
考
察

ー
西
海
道
戸
籍
か
ら
み
た
班
田
収
授
法
に
つ
い
て
1

古
代
の
軍
事
制
に
つ
い
て

ー
靱
負
に
関
す
る
考
察
ー

平
群
氏

の
研
究

『
六
国
史

』
に
お
け
る
喪
葬
儀
礼
に
つ
い
て

平
安
時
代

の
軍
事
制
度

-
押
領
使
の
成
立
-

畿
内
に
お
け
る
渡
来
氏
族

の

一
考
察

i
説
話
伝
承
成
立
論
-

古
代
に
お
け
る
貨
幣
流
通
と
そ
の
背
景

天
智
朝

の
政
治
に
つ
い
て

1
庚
午
年
籍
を
中
心
に
し
て
1

定
額
寺

に
つ
い
て

池
本

恭
子

伊
藤
友
紀
子

河 岡 浦 井
崎 田 田 上

昌 明
潔 子 彦 宝

 

川
嶋

広
幸

小
坂
田
育
子

谷
川

都

津
村

正
樹

鄭

喜
斗

寺
尾

京
子

寺
田

素
子

永
田

行
男

古
代
に
お
け
る
皇
太
子
の
経
済
的
基
盤

ー
美
濃
国
安
八
磨
郡
湯
沐
邑
を
中
心
に
ー

古
代
の
皇
位
継
承
法

ー

「大
兄
」
の
意
義
に
つ
い
て
1

陵

戸

考

律
令
制
と
隼
人

ー
大
隅

・
薩
摩
に
み
え
る
隼
人
の
反
乱
-

古
代
社
会
に
お
け
る
婚
姻

-
形
態
と
社
会
が
与
え
た
影
響
ー

古
代
吉
備
国
に
お
け
る
ミ
ヤ
ケ
に
つ
い
て

1
白
猪
屯
倉

・児
嶋
屯
倉
を
中
心
に
つ
い
て
1

古
代
の
交
易
に
つ
い
て

1
造
東
大
寺
司
の
交
易
形
態
を
中
心
と
し
て
ー

飛
鳥
時
代
の
政
治
に
つ
い
て

律
令
時
代
に
お
け
る
祥
瑞
思
想
に
つ
い
て

奈
良
朝
末
期

の
廃
后

・
廃
太
子

1
井
上
皇
后
事
件
と
そ
の
背
景
-

古
代

の
交
通
路
に
つ
い
て

ー
難
波
か
ら
飛
鳥
に
通
じ
る
道
ー

☆

☆

☆

☆

源
平
争
乱
期

に
お
け
る
源
義
経

野
原

邦
代

伯
井

幸
代

羽
鳥

準

東
野

信
義

福
井

直
裕

水
島

進

村
上

万
里

森
下

清
貴

山
崎

浩
紀

山
田

寿

中
葉

博
文

梅
崎

敬
司
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国
人
平
賀
氏
の
領
主
支
配
の
変
遷

源
平
争
乱
期
に
お
け
る
熊
野
水
軍

!
熊
野
別
当
湛
増
を
中
心
に
1

中
世
大
和

の
被
差
別
民
衆

ー
五
ケ
所

・
十
座
-

戦
国
期

に
お
け
る
河
野
氏
の
動
向

ー
河
野
氏
の
滅
亡
に
つ
い
て
1

室
町
初
期
に
お
け
る
摂
津
型
荘
園
の
動
向

岡 恵
本 谷

徹 剛

 

金
田

直
樹

河
野

浩
二

桑
原

直
樹

-
東
寺
領
摂
津
国
垂
水
荘
の
在
地
支
配
を
め
ぐ
る
抗
争
を
中
心
に
1

鎌
倉
開
府
前
後
に
お
け
る
三
浦
氏
の
動
向

1

『吾
妻
鏡
』
に
み
る
三
浦
氏
-

戦
国
時
代

に
お
け
る
毛
利
氏
の
動
向

越
中
守
護
代
の
諸
問
題

ー
畠
山
氏
の
内
紛
を
と
お
し
て
i

六
角
氏

の
権
力
構
造
に
就

い
て

i
六
角
氏
式
目
を
中
心
に
1

南
北
朝
期
の
小
笠
原
氏
に
つ
い
て

ー
小
笠
原
政
長
の
管
国
経
営
1

☆

☆

☆

近
世
初
期
に
お
け
る
農
政
に
つ
い
て

東
海
道

三
島
宿

の
構
造

☆

小
峰

義
行

地
現

純

一

戸
田
真
佐
子

中
野

和
彦

藤
沢

千
恵

安
達

正
晃

久
保

秀
年

ー
幕
禾
宿
場
財
政
破
綻
に
至
る
諸
要
因
の
考
察
ー

近
世
大
坂
に
お
け
る
商
業
的
地
位
の
確
立

ー
米
穀
流
通
を
通
し
て
の
一
考
察
ー

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
受
容
の
横
…造

幕
藩
制
成
立
期
に
お
け
る
奈
良
奉
行
に
つ
い
て

幕
末
政
治
思
想
に
お
け
る
後
期
水
戸
学
の
性
格

幕
末
に
お
け
る
初
期
民
族
主
義
の
形
成

知
行
支
配

を
通
し
て
み
た
近
世
大
名
の
成
立

近
世
初
期
に
お
け
る
朝
幕
関
係

-
天
皇
と
幕
藩
体
制
-

江
戸
幕
府
の
成
立
と
西
日
本
支
配
に
つ
い
て

1
徳
川
家
臣
団
の
配
置
と
変
遷
-

幕
藩
体
制
成
立
期

に
お
け
る
二
元
政
治

に
つ
い
て

近
世
在
郷
町
と
酒
造
業

の
関
わ
り
に
つ
い
て

1
摂
津
国
伊
丹
を
中
心
と
し
て
i

☆

☆

☆

☆

第
二
次
大
戦
後
の
高
度
成
長

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
文
化
運
動

太
平
洋
戦
争
前

に
お
け
る
日
本
軍
部
の
抗
争

と
開

戦

へ
の
影
響

河
野

敦
子

小
杉

俊
介

杉
本

仁
子

竹
村
こ
ず
え

辰
見

和
子

谷
藤

富
保

友
尚

尚
美

松
井

啓
三

森
岡

俊
雄

藪
圏
美
佐
予

浅
井

啓
司

足
立

正
明

大

谷

,
雅

彦
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不
平
等
条
約

へ
の
対
応

愛
媛
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
と
岩
村
県
政
の
展
開

戦
後
保
守
党
の
政
策
(路
線
)転
換

婦
人
参

政
権
運
動

戦
後
日
本
の
復
興
期
に
お
け
る
経
済
政
策

戦
前
期

に
お
け
る
軍
部
の
動
向
と
政
府
の
対
応

綿
織
物
業
に
み
る
日
本

の
産
業
革
命
に
つ
い
て

ー
静
岡
県

(遠
江
国
)
を
考
慮
に
し
て
ー

日
本
陸

軍
の
国
家
総
力
戦
段
階

へ
の
対
応

明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
民
衆
意
識
の
動
向

大
正
期

以
降
に
お
け
る
産
業
組
合
の
展
開

!
奈
良
県
添
上
郡
治
道
村
の
場
合
ー

日
本
資
本
主
義
成
立
過
程
に
お
け
る

一
考
察

〔東
洋
史
〕

元
代
の
東
西
交
通
に
つ
い
て

中
国
皇
室
の
女
性
史

西
方
の
諸

ハ
ン
国
に
つ
い
て

ー
カ
フ
カ
ズ
紛
争
に
関
す
る
一
考
察
i

契
丹
民
族
史
☆

☆

☆

♂
∫べ

松 益 藤 福 鎌 兼 奥
下 原 村 田 平 野

徳 良 和 恵 ・敏
行 平 幸 子 勉 剛 彦

 

松
宮
千
世
子

森
元

文
子

宮
本

真
路

山
下

宣
夫

寺
岡

智
子

西
村

裕
子

能
阿
弥
明
美

橋
向

俊
晴

清
代
総
督
に
う
い
て

長
谷
川
俊
浩

華
僑
と
中
国
革
命

松
永

洋

ー
辛
亥
革
命
前
の
華
僑
の
活
動
に
つ
い
て
ー

ア
ヘ
ン
戦
争

に
つ
い
て

山
本

健

ー
林
則
徐
を
中
心
に
し
て
ー

〔酋
洋
史
〕

ギ
リ
シ
ア
の
奴
隷
制
に
つ
い
て

石
田

桂
子

ー
奴
隷
制
の
果
し
た
役
割
i

エ
ジ
。フ
ト
の
王
権
観
に
つ
い
て

井
原

時
美

ー
第

一
中
間
期
に
よ
る
王
権
観
の
変
化
に
つ
い
て
1

四
世
紀

ロ
ー

マ
帝
国
の
宗
教

江
口

輝
明

古
代
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
生
活
と
演
劇

斉
藤

雅
子

ギ
リ
シ
ア
神
話

佐
藤

裕
信

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
方
遠
征
に

つ
い
て

島
宗

千
恵

ギ
リ
シ
ア
の
神
託

当
山

雅
律

ー
最
盛
期
の
デ
ル
フ
ォ
イ
の
神
託
を
中
心
と
し
て
ー

海
洋
商
業
民
族

フ
ェ
ニ
キ
ア
人

成
平

清

セ
ウ

ェ
ー
ル
ス
朝
期
に
お
け
る
ロ
ー
マ
帝
国

伯
野

栄
嗣

ギ
リ
シ
ア
文
化

の
一
側
面

藤
永

須
正

ー
彫
刻
に
み
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ァ
美
術
の
特
質
と
変
遷
…
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古
代
ギ

リ
シ
ア
の
民
衆

の
活
動
に
つ
い
て
の
考
察

-
重
装
歩
兵
階
級
を
め
ぐ
っ
て
ー

シ

ュ
メ

ル
人
の
発
明
に
つ
い
て

中
世
農
業
革
命
と
庶
民
の
生
活

古
代

エ
ジ
.フ
ト
に
お
け
る
王
権
観
に
つ
い
て

i
神
王
理
念
の
形
成
と
そ
の
変
遷
ー

ヴ

ァ
イ
キ
ン
グ
的
精
神

の

一
考
察

古
代

エ
ジ
プ
ト

ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
で
き
る
ま
で
ー

☆

☆

☆

☆

カ
ロ
リ
ン
グ
国
家
の
形
成

啓
蒙
思

想
の
展
開

中
世
イ
ギ
リ
ス
の
王
権
と
初
期
議
会

西
欧
中

世
初
期

の
商
業
と
都
市

I
-北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
i

☆

☆

☆

☆

ナ
チ
ズ

ム
の
興
隆
と
そ
の
支
持
基
盤

本
間
香
奈
子

毛
頭

宗
春

森
本

厚
子

横
畠

雅
恵

米
満
み
ゆ
き

迫
田

敦

石
田

厚
子

猪
原

真
也

川
井

由
夏

菊
池

意
幸

梶
並

浩
三

"

、

.

◇

奈

良

の
街

も
、

野

も

山

も

、

一
面

の
銀

世

M

編

集

後

記

一

・
界

と

な

っ
た

。

十

二
月

に
入

っ
て

二
度

日

で

あ

る

。

な

お
、

雪

は

舞

う

。

身

の
ひ

き

し

ま

る
思

い
が

す

る
。
寒

さ

の

せ

い
ば

か
り

で

は
な

い
。

厳

粛

な

気
持

で
、

『
奈

良

史

学

』

を

世

に
送

り

出

し

た

い

と

い
う

願

い
も

重

な

っ
て

い
る

。

◇

多

く

の
方

々

の
協

力

を
得

て
、

な

ん

と

か
第

一
号

の
刊

行

に
ま

で

こ
ぎ

つ
け

る

こ

と
が

で

き

た
。

学

問

的

水

準

は
高

く
、

教

育

的

効

果

に
も

配

慮

し

た

い

と

い
う

希

望

が

、

編

集

部

に
は

あ

る

。
第

二
号

、

第

三

号

と
号

を
重

ね

る

こ

と

で
、

さ

ら

に
充

実

を

は

か
り

た

い
。

◇

『
奈

良

史

学

』

は
、

単

な

る
論

文

発

表

の
場

で

は

な

い
。
学

内

に

お
け
る
研
究
活
動

へ
の
刺
激
と
、
学

外
と
の
交
流
、
そ

こ
に
主
た
る
ね
ら

い
が
あ
る
。
史
学

会

の
発

展

の
た

め
、

ご
助
言
を
お

寄
せ
戴
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

奈

良

史

学

第

一
号

一
九
八
二
年
十
二
月
発
行

奈
良
市
宝
来
町

一
二
一二
〇

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会
長

菅

野

正

電
話

(O茜
二)囲
-

一
二
五
一
(代
)

振
替

大
阪
九
ー
三
一
五
九
四
九
番

印

刷

所

r(有
)
藝
林

美
術
出
版

社
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